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二
〇
〇
七
年
六
月

銃
声
と
「
平
和
」

二
代
続
い
て
市
長
が
銃
撃
さ
れ
た
と
い
う
事
態
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
〇
七
年
四
月
一
七
日
、
伊
藤
一

長
長
崎
市
長
（
当
時
）
が
凶
弾
に
倒
れ
た
。
こ
の
報
に
触
れ
た
多
く
の
人
が
、

一
九
九
〇
年
一
月
一
八
日
に
起
こ
っ
た
先
代
の
本
島
等
長
崎
市
長
（
当
時
）
銃

撃
事
件
を
思
い
出
し
た
こ
と
と
思
う
。
そ
し
て
、
日
頃
か
ら
「
平
和
都
市
」
の

長
と
し
て
平
和
行
政
に
取
り
組
み
、
原
爆
忌
に
は
平
和
宣
言
を
発
信
し
て
い
た

二
人
が
銃
撃
さ
れ
た
こ
と
に
、
複
雑
な
思
い
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

私
は
「
平
和
都
市
」
な
の
に
、
と
当
初
は
逆
接
で
こ
の
事
態
を
と
ら
え
て
い

、
、

た
。
し
か
し
、
今
は
「
平
和
都
市
」
だ
か
ら
、
と
順
接
で
こ
の
事
態
を
と
ら
え

、
、

直
し
て
い
る
。
本
島
元
市
長
が
天
皇
の
戦
争
責
任
発
言
に
よ
っ
て
銃
撃
さ
れ
た

と
き
は
、
彼
に
寄
せ
ら
れ
た
手
紙
（
詳
細
は
『
増
補
版

長
崎
市
長
へ
の
七
三
〇

〇
通
の
手
紙
』
一
九
八
九
年
九
月
、
径
書
房
）
に
よ
っ
て
、
潜
在
し
て
い
た
「
国

民
」
の
多
様
な
声
が
露
わ
に
な
っ
た
。
こ
の
発
言
が
ナ
ガ
サ
キ
の
長
に
よ
っ
て

市
議
会
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
反
響
も
大
き
く
な
っ
た
の
は
確

か
で
あ
る
。「
平
和
都
市
」
だ
か
ら
、
一
つ
目
の
銃
撃
は
起
き
た
の
だ
と
言
え
る
。

、
、

二
つ
目
の
銃
撃
事
件
は
、
戦
争
責
任
に
関
係
す
る
よ
う
な
思
想
的
要
因
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
し
か
し
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
平
和
都
市
」
に
お
い
て

市
長
が
再
び
銃
撃
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
平
和
」
と
は
ほ
ど
遠
い
現

実
が
露
わ
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
「
平
和
都
市
」
だ
か
ら
、
と
立
ち
止
ま

、
、

っ
て
こ
の
事
態
に
向
か
い
合
う
必
要
が
あ
る
の
だ
と
私
は
考
え
る
。（
中
野

和
典
）

二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
た
「
第
二
〇
回
原
爆
文
学
研
究
会
」
に
は
約
二
〇
名
が
参
加
。

高
野
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
ト
ラ
ウ
マ
と
い
う
概
念
の
「
積
極
性
」
を
強

調
す
る
こ
と
は
、
苦
痛
を
と
も
な
う
位
置
に
被
爆
者
を
押
し
込
む
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」「
冒
頭
部
に
お
い
て
「
ィ

ロ
シ
マ
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
の
が
結
末
で
は
「
ヒ

ロ
シ
マ
」
に
変
わ
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
「
欧
米

を
男
性
に
、
日
本
を
女
性
に
表
象
す
る
物
語
は
多
く

あ
る
が
、
「
二
十
四
時
間
の
…
」
に
お
い
て
そ
れ
が

反
転
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

ウ
ル
シ
ュ
ラ
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
ヒ
ロ
シ
マ
は

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
の
か
」
「
原
爆
を
題
材
と
し
た
日
本
の

文
学
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意
義
を
感
じ
て
い

る
の
か
」
等
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
〇
回

原
爆
文
学
研
究
会
報
告
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原
爆
の
記
憶
の
さ
れ
方
（
あ
る
い
は
、
被
爆
体
験
な
き
人
間
に
よ
る
原
爆
の

語
り
方
）
に
関
す
る
従
来
の
議
論
に
対
し
て
、
重
要
な
補
助
線
の
役
割
を
果
た

し
て
く
れ
そ
う
な
映
画
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
に
、
『
二
十
四
時
間
の
情
事
』
（
原
題

H
iroshim

a
M

on
A

m
our/

ア
ラ
ン
・
レ
ネ
監
督
作
品/

一
九
五
九
年
）
が
あ
る
。

徐
々
に
復
興
が
進
む
戦
後
す
ぐ
の
広
島
の
街
に
、
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
女
優
（
実

名
は
不
明
）
が
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
映
画
は
始
ま
る
。
母
国
に
夫

も
子
供
も
あ
る
彼
女
は
、
こ
の
広
島
で
、
一
人
の
妻
子
あ
る
日
本
人
（
被
爆
し

て
い
な
い
実
名
不
明
の
男
性
）
と
出
会
い
、
不
倫
関
係
に
陥
る
。
彼
女
が
離
日

す
る
予
定
日
の
一
日
前
か
ら
、
離
日
当
日
ま
で
の
お
よ
そ
二
十
四
時
間
を
、
二

人
が
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
か

―
そ
れ
が
こ
の
物
語
の
大
枠
で
あ
る
。

こ
の
映
画
は
こ
れ
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
分
析
を
中
心

に
据
え
な
が
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
な
か
で
も
と
り
わ
け
注
目
さ

れ
て
き
た
の
は
、
大
戦
中
に
彼
女
が
負
っ
た
と
さ
れ
る
、
精
神
的
ト
ラ
ウ
マ
の

描
か
れ
方
で
あ
る
。
彼
女
は
戦
時
中
、
故
郷
の
街
ヌ
ヴ
ェ
ー
ル
に
お
い
て
、
「
フ

ラ
ン
ス
人
の
敵
」
で
あ
る
ド
イ
ツ
兵
を
愛
し
て
し
ま
う
。
二
人
は
結
婚
を
夢
見

た
が
、
フ
ラ
ン
ス
解
放
の
当
日
、
そ
の
兵
士
は
フ
ラ
ン
ス
人
ら
に
虐
殺
さ
れ
、

虐
殺
を
目
撃
し
て
し
ま
っ
た
彼
女
は
、
そ
こ
か
ら
狂
気
の
道
へ
と
入
り
込
む
。

そ
れ
か
ら
数
年
を
経
た
戦
後
の
広
島
で
、
不
倫
相
手
の
日
本
人
男
性
と
カ
フ
ェ

で
見
つ
め
あ
う
う
ち
に
、
彼
女
は
あ
の
時
の
狂
気
へ
と
瞬
時
に
立
ち
戻
り
、
目

前
の
日
本
人
男
性
と
昔
の
ド
イ
ツ
人
の
恋
人
と
を
次
第
に
区
別
で
き
な
く
な
っ

◇

研
究
発
表
１

映
画
か
ら
学
ぶ
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
語
り
方

～
『
二
十
四
時
間
の
情
事
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析

高
野

吾
朗

て
い
く
。
こ
の
点
に
着
目
す
る
従
来
の
読
解
例
と
し
て
は
、
「
大
戦
以
来
の
彼
女

の
ト
ラ
ウ
マ
が
日
本
人
男
性
の
お
か
げ
で
次
第
に
癒
さ
れ
て
い
く
過
程
、
そ
れ

こ
そ
が
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
根
幹
だ
」
「
彼
女
の
心
の
中
に
お
け
る
、
リ
ア
リ
ズ

ム
的
な
物
語
記
憶
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
ト
ラ
ウ
マ
記
憶
の
絶
え
間
な
き
相
克
こ

そ
が
、
こ
の
映
画
の
主
題
で
あ
ろ
う
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ど
ち
ら
も
、
そ
れ

な
り
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
テ
ク
ス
ト
分
析
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日
本
人
男
性
の
あ
り
よ
う
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
女
性
の
「
引
き
立
て
役
」
に
過
ぎ
な
い
か
の
よ
う
な
論
じ
ら
れ
方
が
多
勢
を

占
め
て
き
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
彼
を
主
人
公
と
と
ら
え
な
お
し
て
視

聴
し
た
場
合
、
い
か
な
る
鑑
賞
法
が
可
能
か

―
私
の
今
回
の
テ
ク
ス
ト
分
析

の
焦
点
は
そ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
視
点
の
転
換
を
通
じ
て
見
え
て
き

た
の
は
、
被
爆
体
験
を
全
く
持
た
な
い
一
人
の
日
本
人
が
、
異
な
る
戦
時
ト
ラ

ウ
マ
体
験
を
持
つ
一
人
の
外
国
人
（
の
視
点
）
と
接
触
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次

第
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
＝
世
界
平
和
の
理
想
的
象
徴
」
と
い
う
「
一
枚
岩
」
的
な
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
縛
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。
映
画
冒
頭

で
フ
ラ
ン
ス
人
女
性
に
対
し
、
「
き
み
は
ヒ
ロ
シ
マ
を
見
て
い
な
い
」
と
強
く
言

い
切
っ
た
こ
の
彼
で
さ
え
、
「
あ
な
た
の
名
は
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
ま
で
彼
女
に
言
わ

せ
た
こ
の
彼
で
さ
え
、
実
は
彼
女
同
様
、
多
角
的
に
ヒ
ロ
シ
マ
を
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
（
す
な
わ
ち
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
「
世
界
で
最
も
痛
ま
し
い
犠
牲
者
」

と
し
て
の
み
見
な
し
て
し
ま
う
存
在
）
で
し
か
な
い

―
日
本
人
男
性
の
描
写

を
通
じ
て
暗
示
さ
れ
る
「
（
被
爆
体
験
な
き
）
日
本
人
に
と
っ
て
の
ヒ
ロ
シ
マ
」

の
物
語
こ
そ
、
こ
の
映
画
の
も
う
一
つ
の
重
要
要
素
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
の
意
味
で
こ
の
映
画
は
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
つ
い
て
」
の
物
語
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
「
真
の
ヒ
ロ
シ
マ
を
理
解
す
る
こ
と
の
（
不
）
可
能
性
に
つ
い
て
」
の

物
語
な
の
で
あ
る
。
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発
表
者
が
広
島
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
の
正
式
な
タ
イ
ト
ル
は
、
『
人

間
存
在
の
不
安

―
「
収
容
所
文
学
」
と
「
原
爆
文
学
」
』
で
あ
る
。
本
論
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
」
と
、
ア
ジ
ア
の
「
ヒ
ロ
シ
マ
」

で
起
こ
っ
た
二
つ
の
悲
劇
を
描
い
た
文
学
作
品
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
こ
に
お
い

て
、
こ
の
二
つ
の
悲
劇
が
作
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
こ
と
と
、
こ
う
し
た
極
限
状
態
に
置
か
れ
た
人
間
が
、
他
の
人
間
に
対
し

て
ま
た
神
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
作
品
を

分
析
し
た
。
そ
の
上
で
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
ヒ
ロ
シ
マ
の
悲
劇
を
描
い
た

こ
れ
ら
の
作
品
が
、
共
通
の
要
素
を
内
在
し
て
お
り
、
事
実
に
基
づ
い
て
書
か

れ
た
作
品
と
い
う
共
通
点
、
つ
ま
り
「
事
実
文
学
」
と
い
う
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
分
類
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
人
間
が
こ
の
よ
う
な
極
限
状
況
で
生

き
残
る
た
め
に
何
が
必
要
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
方
法
と
し
て
は
、
論
文
で
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
ヒ
ロ
シ
マ
の

悲
劇
を
描
い
た
文
学
作
品
を
、
以
下
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
収
容
所
の
虐
殺
」
と
日
本
に

お
け
る
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
原
爆
投
下
」
と
は
、
前
例
の
な
い
、
人
類
に
対
し
て
犯

さ
れ
た
極
悪
非
道
な
行
為
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
残
虐
行
為
は
、
そ
こ
に
至
る

政
治
的
・
社
会
的
・
文
化
的
な
背
景
や
状
況
な
ど
、
あ
る
い
は
犠
牲
者
の
数
と
、

そ
の
心
身
の
苦
悩
な
ど
相
違
点
も
多
く
、
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
両
者
と
も
人
間
が
他
の
人
間
に
対
し
て
行
っ
た
最
も
恐
ろ
し
い
行
為

◇

研
究
発
表
２

人
間
存
在
の
不
安

―
「
収
容
所
文
学
」
と
「
原
爆
文
学
」

ウ
ル
シ
ュ
ラ

ス
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

で
あ
り
、
ま
た
、
苦
し
ん
だ
側
の
人
間
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
言
う
な
ら
ば
、
極

端
な
状
況
に
お
か
れ
た
人
間
の
態
度
と
行
動
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
二
点
か
ら
は
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
発
表

者
は
こ
れ
ら
を
「
人
間
存
在
の
不
安
」
と
名
付
け
、
こ
の
視
点
に
基
づ
い
て
論

を
進
め
た
。

既
に
述
べ
た
内
容
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
「
収
容
所
文
学
」
と
「
原
爆
文

学
」
の
形
式
面
に
も
言
及
し
た
。
こ
の
両
者
は
、
歴
史
的
な
現
実
に
基
づ
い
て

書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
学
研
究
の
「
事
実
文
学
」
と
い
う
、
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
言
え
る
。

こ
の
「
事
実
文
学
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
日
本
文
学
研
究
者
の
間
で
用
い

ら
れ
る
「
記
録
文
学
」
と
い
う
用
語
に
近
い
。

ま
た
別
の
角
度
か
ら
も
う
一
点
、
「
収
容
所
文
学
」
と
「
原
爆
文
学
」
の
作
品

を
書
い
た
作
家
た
ち
を
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
収

容
所
の
被
害
者
」
（
男
性
作
家
で
あ
る
ボ
ロ
フ
ス
キ
と
三
人
の
女
性
作
家
で
あ
る

ポ
ス
ミ
ィ
シ
、
シ
ュ
マ
グ
レ
フ
ス
カ
と
コ
ッ
サ
ク
）
と
「
収
容
所
の
非
被
害
者
」

（
ア
ン
ジ
ェ
イ
ェ
フ
ス
キ
と
ナ
ウ
コ
フ
ス
カ
）
、
ま
た
「
被
爆
作
家
」（
原
民
喜
）

と
「
非
被
爆
作
家
」
（
井
伏
鱒
二
）
で
あ
る
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
あ
る
い
は
ヒ

ロ
シ
マ
の
悲
劇
を
実
際
に
経
験
し
た
作
家
た
ち
の
悲
劇
の
語
り
方
と
、
悲
劇
を

経
験
し
て
い
な
い
作
家
た
ち
の
語
り
方
を
比
較
し
て
、
こ
れ
ら
の
相
違
を
明
ら

か
に
し
た
。
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
作
家
、
あ
る
い
は
被
爆

し
た
作
家
た
ち
は
、
自
分
自
身
の
体
験
や
感
情
を
非
常
に
細
か
く
描
写
し
て
い

る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
人
間
の
弱
点
を
暴
露
し
た
非
常
に
現
実
的
な
描
き
方
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
現
実
や
絶
望
は
彼
ら
自
身
が
経
験
し
た
こ
と
で
あ

り
、
絶
対
に
空
想
で
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
収
容
所
経
験
の
な

い
作
家
あ
る
い
は
非
被
爆
作
家
は
、
登
場
人
物
の
悲
劇
を
作
家
の
想
像
に
基
づ
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い
て
描
い
て
い
る
の
で
、
作
中
人
物
の
行
動
に
つ
い
て
非
常
に
理
想
的
な
考
え

を
導
入
し
て
い
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
場
面
や
出
来
事
の
描
写
は
詳

細
だ
が
、
実
在
の
状
況
の
よ
う
に
真
に
迫
っ
て
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
お

そ
ら
く
作
家
自
身
が
体
験
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
の
善
さ
に
対
す
る

信
頼
は
理
想
的
と
も
い
え
、
か
な
り
楽
観
主
義
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
相
違
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
残
酷
な
主
題
に
触
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
の
作
家
グ
ル
ー
プ
も
、
多
く
の
場
合
、
終
末
部
は
肯
定
的
な

態
度
で
作
品
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

彙

報

第
一
九
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）

一
四
時
よ
り

○

会
場

九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
院
棟
一
〇
一
号
室

○

内
容

研
究
発
表

映
画
か
ら
学
ぶ
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
の
語
り
方

～
『
二
十
四
時
間
の
情
事
』
の
テ
ク
ス
ト
分
析

高
野

吾
朗

人
間
存
在
の
不
安

―
「
収
容
所
文
学
」
と
「
原
爆
文
学
」

ウ
ル
シ
ュ
ラ

ス
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク

機
関
誌
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
六
号
原
稿
募
集

本
研
究
会
が
年
に
一
回
発
行
し
て
い
る
「
原
爆
文
学
研
究
」
第
六
号
の
原
稿

を
左
記
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機
関
誌
に
は
「
原
爆
文
学
」
の
評
論
の

他
、
エ
ッ
セ
イ
も
掲
載
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

○
書

式

縦
書
き
、
三
〇
字
×
二
四
行
、
二
段
組
。

○
投
稿
締
切

手
書
き
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿
で
の
投
稿
の
場
合
は
二
〇
〇

七
年
八
月
中
旬
、
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
（W

ord

か
一
太
郎
）
を
添

付
し
て
の
投
稿
の
場
合
は
八
月
末
日
（
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
原
稿

を
添
え
て
郵
送
し
て
下
さ
い
）
。

○
発
行
経
費

投
稿
者
は
、
各
自
の
原
稿
一
頁
（
機
関
誌
の
書
式
）
に
つ
き
、

一
、
〇
〇
〇
円
を
発
行
経
費
と
し
て
負
担
す
る
。

○
投
稿
宛
先

〒
八
五
七
―
一
一
九
三

佐
世
保
市
沖
新
町
一
―
一

佐
世
保
工
業
高
等
専
門
学
校

中
野
和
典
研
究
室

編
集
後
記

「
原
爆
文
学
研
究
」
第
六
号
の
投
稿
締
め
切
り
は
、
例
年
よ
り
二
ヶ
月
遅
い

設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年
六
月
末
の
締
め
切
り
に
は
原
稿
が
そ
ろ
わ
な
い

状
況
を
鑑
み
て
の
変
更
で
す
。
一
方
で
、
研
究
会
の
日
程
を
延
期
す
る
こ
と
も

続
き
、
事
務
局
と
し
て
は
皆
様
に
申
し
訳
な
い
限
り
で
す
。
次
回
の
研
究
会
は

別
紙
の
通
り
七
月
二
八
日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
毎

回
、
や
り
直
す
つ
も
り
で
研
究
会
に
臨
ん
で
お
り
ま
す
。
研
究
会
へ
の
ご
参
加

並
び
に
機
関
誌
へ
の
投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
Ｎ
）
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